
  
  
  
 探求クラブの方が12名もいらしてくださる。初め
に竹笛の「故郷」の演奏を聴く。皆が驚きの目にな
る。4班に分かれる。材料や工具に興味深々。まず
のこぎりで竹を切る。やすりをかける。カッターで
竹を割る。電動きりで穴を開ける。真剣な顔だ。け
がをしないように、クラブの方が大事なところを押
さえて守って下さる。試しに音を出し2本の竹を付
ける場所を確認。瞬間接着剤で付け1分待つ。5時
15分にはピーピーと大合奏だった。2か所に穴を開
けて工夫する子もいた。ものづくり日本の将来を支
えてほしい。探求クラブの皆様との素晴らしい時間
だった。 
 
 

 

 
 金子さんご夫妻が陶芸をご指導くださる。まず2月
1日は土で形を作る。丸いお皿、四角いお皿、小鉢、
思い思いの器を作る。金子さんの奥様が大量の作品
をご自宅で焼いて、3月1日にお持ちくださる。中に
は割れてしまったものもあったが、個性あふれる器
が並ぶ。これから色付けだ。専用のクレヨンを使い
花などを描く。細く描く、あるいは塗りつぶす。釉
（うわぐすり）を塗って、再度焼いたらどんな風に
なるのか。待っている間も楽しみな時間だ。金子さ
んご夫妻のたくさんの贈り物に感謝の気持ちでいっ
ぱいだ。ありがとうございました。 
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鵠沼元気塾だより 
2018年３月８日号 楽しい放課後のふれあいを！ 

２月２２日 竹笛づくり  

 
 山口さんがたくさんの黒竹をお持ちくださる。
黒く渋い持ち手だ。布は鮮やかなブルー。それぞ
れに切込みを入れてある。そこからざーっと勢い
よく割いていく。割いたたくさんの帯状の布を束
ねてゴムで留める。さらにそこをタコ糸で縛り直
す。山口さんが一人一人ほどけない結び方で留め
てくださる。布のふさができる。それを竹に結束
バンドで留める。裏返して再度留める。はたきの
形になった。皆嬉しそうに振り回す。まるで火消
しのようだ。おうちでお掃除をするのが楽しくな
りそうだ。お手伝いをしてくれるかな。学習室も
お掃除してくれてありがとう！ 
   

２月８日 はたきづくり 

２月１日・３月１日 
    陶芸 

  
 久村さんが世界地図上のインドの位置を示す。
非暴力・不服従を貫きインド建国の父となったガ
ンジーの一生をお話になった。奏良君がガンジー
の名言を披露。「明日死ぬかのように生きよ。永
遠に生きるかのように学べ」。 
 山地さんは棒グラフを示して何の人口が増えて
いると思うかと問われる。答えは「日本への外国
人観光客」。彼らが見た日本の素晴らしさを１０
項目挙げられる。・ルールを守る・トイレがきれ
い・シンプルな美しさ・・・良さを保てる日本で
あってほしいと感じてくれたかな。 
 

１月２５日 世界の偉人ガンジー 
       日本ってすごいぞ  

 
 世界地図を見ながらマルコポーロの通った道を確
認し、日本がどんな国と考えられていたかを久村さ
んからお話頂いた。お話の後、新聞紙を広げて、
「お雛様づくり」だ。まず、折り紙でお内裏様とお
雛様を折り、お顔を描く。菱餅の色のピンク、白、
緑の台紙の上に二つ並べておく。最後にひもをあし
らい出来上がりだ。お扇子を持たせたり、着物に装
飾したり、途中から男の子たちも参加して賑やかに
作成した。杉山さんの行き届いたご準備、優しい手
順の説明で、もうお雛様の日が来たかのような温か
さだった。 

      お知らせ 
3月15日が今年度最後の元気塾！ 
     お別れ会をします。 
新年度の申し込みは 
     ４月２日から６日まで。 

現登録者数25名 
参加者の動向 

２月１５日 世界の偉人「マルコポーロ 
       お雛様づくり 


